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民間・農業土木



配属先

農業土木（ＮＮ）職の仕事

農村の持続的な発展を支えるため、農業インフラの整備や自
然環境の保全を通じて、農業生産の基盤を支えています。

県庁：３課1室（農村振興課、農村整備課、農山漁村なりわい課、農村防災対策室）

主な地方機関：８公所（大河原、仙台、大崎、栗原、石巻、

登米、気仙沼、大衡村）



主な配属先

県内はアクセス良好
県を縦断する東北新幹
線、東北自動車道、三
陸自動車道で簡単アク
セス

通勤に便利な仙台市、
大崎市古川

拠点にしている職員は多
数



農業土木職の職員数

全体：205人

地方機関：149人
（72.7％）

※女性職員の割合
40人/205人＝19.5%

R7.4.1現在

本庁：56人
（27.3％）

男性（本庁）
女性（地方）

男性（地方）

女性（本庁）
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自己紹介
H13.3月 県外（東北地方）大学卒業

H13.4月～ 民間企業就職（仙台営業所配属）
落橋防止装置など橋梁部品の設計

H18.4月～ 仙台地方振興事務所 農地整備第二班
主に松島町内の農地整備工事の監督員

R21.4月～ 地方機関（3公所 9年間） 県庁（2課 6年間）
地方機関では、工事監督員や設計業務の調査員 県庁では、設計積算基準の作成等

R6.4月～ 農政部 農村振興課 企画調整班
農業農村整備事業の企画・調整、政策・施策評価等

富山県出身



なぜ公務員だった？

なんで宮城県庁を選んだ？

志望動機

民間時代に仙台に居住しており、大学で学んだこと（農業土木）を活
かしたかったため。
東北随一の都市、通勤が容易（交通網の発達）、

食材王国みやぎ、夏は涼しく、冬は積雪小 etc.

民間企業は、それぞれの分野に特化することが多く視野が狭くなる傾向

があり、もっと広い視野で仕事をしたかったため。

「橋を造るだけではなく、農業の未来への懸け橋を創りたい」



担当業務（現在）

担当した仕事

ダミー
画像

大河原地方振興事務所農業農村整備部

2公所目（採用4年目）に農道では県内最後
の長大橋の施工に携わる。
※1公所目の面談時の希望が叶ったか？

・ため池を活用した再エネ導入
・ＮＮ事業の今後の方向性策定

ため池水上ソーラ（イメージ）



大変だったこと

＜東日本大震災3.11＞

高ければ高い壁の方が登った時
気持ちいいもんな♪

Mr.Children「終わりなき旅」より

・発災当日は、大河原で勤務していたが、
5月頃から応援で仙台勤務に。
・当時は、日付が変わる時間に事務所に
居ることもあったが、職員みんなで頑
張っていたため、大変ではあったが不思
議と気力に満ちていた。
・令和3年には、復興のシンボルである
大川地区の総仕上げに携わり、様々な課
題があったが、それらを解決しながら仕
事を終えたときは、やりがいを感じるこ
とができた。



やりがい、心掛けていること

仕事はメリハリをつけて

分からないときは周囲を頼る。一人じゃない！



8:00出勤

1日のスケジュール（時差勤務）

16:45 退勤

メール・本日の
予定など確認

12:00 昼休み

13:00
打合せ記録作成

15:00
国からの照会対応

10:00 庁内
打合せ



仕事とプライベートの

ON・OFFもメリハリを

・年に１度は、有給休暇を利用し、秋田
岩手方面に遠征し、キャンプ＆渓流釣り！

働き方・休み方

・セパ交流戦対阪神観戦は必須！
（関西圏育ちの阪神ファン）
１日単位の時差勤務（7:00-15:45）を活用し

ビール片手に試合前練習から観戦しています。



入庁前の県庁職員は、作業着とヘルメット姿の
イメージで、建設工事（設計・計画含む）に携わ
るだけの印象だった。
実際は、入庁前のイメージどおりの部署もあれ

ば、現在の所属のように、施策の策定や様々な機
関との調整業務など、とにかく幅広い業務に携わ
ることになります。

※民間企業と比べ、幅広い分野で活躍が可能です！

入庁前のイメージとギャップ



組織が大きく仕事に関わる人数が違った

前職とココが違った！
前職の経験が役に立った！

入庁時、宮城県ではCADを導入したばかりであったため、新規採
用者の自分が周りの先輩職員に操作方法をアドバイスする場面も。

仕事を進めるにも、前職と違い職場人数が多く様々な意見が出され、
時に取りまとめが大変な時…
組織が大きい分、同期の人数も多く、入庁当時はみんなで集まり悩み

事などを相談していた。

図面作成（CAD）の経験が役に立った



■教養試験（職務能力試験）
特別な公務員試験対策は不要とされているようですが、

新聞の購読や参考書での対策がベターかと思います。

私の公務員試験対策

■専門試験
農業土木職用も問題集で対策。
問題を解くだけではなく、理解できない単語等は、

県立図書館の専門書などを活用し理解を深めた。



みなさんへのメッセージ

Ｍ：前向きな行動力
Ａ：明るさ
Ｃ：知恵
Ｋ：根性、風通し

「MACK2(マックケーツー)」（知事の言葉）で、
（儲ける農業）（活力ある農村）（強靭な農業・農村）の
実現に向けて一緒に頑張りましょう！


